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　皆様、こんにちは、三鷹市長の清原慶子です。いつもい
つも、後援会の皆様はじめ市民の皆様には、まごころのこ
もったご支援を賜り、深く感謝申し上げます。
　三鷹市は今年の 11 月３日に、60 回目の誕生日を迎えま
す。「三鷹町」から「三鷹市」になって 60 年目である今年、
6 代目の三鷹市長として、歴史に学び未来を築くためのさま
ざまな記念事業を、市民の皆様との協働で進めることがで
きますことを心から幸いに思います。また、三鷹市民にとっ
て大切な、JR 三鷹駅が、今年で開業 80 周年を迎えました。
私は、6 月 26 日に開かれた記念セレモニーで女性の市長と
しては初という「一日駅長」を務めました。当日から、三鷹
駅の各ホームの発車メロディーが、市内在住で今年没後 10
年を迎えた中田喜直さん作曲の「めだかの学校」になりま
した。
　私は、市制施行 60 周年は、三鷹市にとって１
つの大切な節目であると同時に、未来に向けた
大切な布石を打つべきタイミングであるとも受け
止めています。三鷹の地域に脈 と々続く歴史と文
化を、次の世代に継承していくとともに、少子長
寿化や情報化が急速に進む時代にあって、まち
づくりの視点からは「都市の再生」と「コミュニ
ティの創生」に取り組むことが重要であると思い
ます。今までの三鷹市の活動の実績を生かして、
今後も「持続可能な高環境高福祉のまちづくり」
を推進していきたいと思います。
　さて、市制施行 60 周年を期して、三鷹市ゆか
りのお２人の方に名誉市民章をお贈りしたいと、
市議会の 6 月定例会で推挙の提案を行い、全会
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東京工科大学前学長二期目の締めくくりの年を新たなスタートに

　暑い盛りになりましたが、皆様い
かがお過ごしでしょうか。
　平成 22 年度は、市制施行 60 周
年に関連する様々な取り組みがあ
り、三鷹市にとってはあらためて、
新たな 10 年へのスタートを切る年
だと言えるでしょう。また、清原慶
子市長にとっては、二期目の締めく
くりの年でもありますが、この８年
間を振り返るべき時期が、三鷹市

の 60 年間の歴史を振り返る試みと重なったことは、大きな意味を
持つのではないかと思っています。
　この間、三鷹市民の皆様には清原市長を、ほんとうに力強くお
支えいただいており、深く、感謝申し上げます。日頃は、三鷹市の
外から清原さんと三鷹市を応援している私といたしましては、ご支

援をいただいている皆様に心から感謝しつつ、私自身も微力なが
ら、清原さんと三鷹の皆様のために尽力したいと思っております。
　二期目の激務の中で清原さんが、誠心誠意を尽くして、まちづく
りや高齢者福祉、市民との協働や子ども・子育て施策など、市民
生活の多岐にわたる課題に取り組める背景には、三鷹市政の 60
年間にわたる歴史と文化があります。歴代の市長さんたちが築いた
三鷹市という素晴らしい礎の上に、ひとつひとつ丁寧に積み上げ
て、高い山を築いてきた清原さんは、持ち前の明るさとユーモアで
様々な難しい局面を解決しつつ、多くの皆様に支えられて、歩み
を進めてきました。
　私も後援会長として、三鷹市民の皆様とともに、清原市長を支
えさせていただく機会を得たことは大きな喜びです。
　今後も皆様とご一緒に清原さんを支えつつ、後援会長として微
力ながら、精いっぱい務めさせていただきますので、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

市長の「思い」をわかりやすく、一人でも多くの市民に伝えられたらいいな〜。部数をもっと増やしたい。編集者
みんな、こんなこと、いつも思っています。（渡邉文紀・小林実・伊藤一美・板橋明紀）

好きな動物
第 1位　犬
6 月から、パピヨンとチワワの血をひく、
今年 3 月生まれのオスの子犬が家族の一
員になりました。家族の顔を見た時のハ
イスピードのしっぽの振り方が示す深い信
頼。今では家族の中心です。

第 2位　猫
20 代の頃、 飼っていた白と黒の毛のオ
ス猫は、 人間の顔色を伺うことなどしな
い、冷静でりりしい存在でした。それ以
来、猫の聡

そうめい

明さと冷静さに学んでいます。
ときどき、騙

だま

されながら !

第 3位　うさぎ
うさぎ年生まれであり、小学校では学校
で飼っていましたので、幼いころから親し
みを感じていました。うさぎの人形や置

物などもコレクションしています。うさぎは
「生命と復活」 の象徴として扱われるこ
とが多く、 私も生命力をゆたかに持ちた
いと思います。

好きな野菜
第 1位　トマト
実は幼いころは嫌いでしたが、ある時、
三鷹産の新鮮なトマトを食べた時から、
大切なエネルギー源になっています。活
性酸素を撃退してくれるのがトマトに多く
含まれるリコピンでもあり、赤い色が元気
の素です。

第 2位　ナス
これも、三鷹産のナスが一番 ! 夏の大切
な味覚で、特に、幼い頃から母が作って
くれる「シギ焼き」の味噌味が格別です。

第 3位　ホウレンソウ
幼い頃テレビで放映されていた「ポパイ」

は、ホウレンソウの缶詰を食べるとめきめ
きと体に力が満ち溢れて、愛するオリーブ
のためにライバルの大男ブルートとも対等
になれました。この番組はホウレンソウを
食べない子どもに影響を与えたのですが、
私は、もともと胡麻和えやおひたしをはじ
め、ホウレンソウが大好きです。

好きな鳥
第 1位　鷹
何といっても、 皆さまのご支援をいただ
きながら今年の 6 月に確定した新常用漢
字に「鷹」 の字を復活することができず
に残念です。力強くて速く飛ぶことがで
きる鳥である「鷹」は、三鷹のみならず、
縄文時代から日本人とは関わりが深い鳥
であり、今でも鷹の一部が三鷹市内で生
息していることを誇りに思います。

第 2位　カワセミ
市内を流れる野川や仙川で生息が確認さ
れています。美しい鳥であり、水の清ら
かさの象徴でもあります。 いつまでも、
カワセミの住む三鷹市でありたいです。

第 3位　カナリヤ
幼い頃、家で飼っていました。黄色い羽
根の色は印象的で、「歌を忘れたカナリ
ヤは……」と童謡を何度も口づさみなが
らかわいがった記憶があります。 懐かし
い鳥です。

一致でご同意をいただきました。国際的にご活躍の天文学
者で初代の国立天文台長であり、文化功労者の古

こ ざ い

在由
よしひで

秀さ
んと、アニメーション映画監督で三鷹市立アニメーション美
術館（三鷹の森ジブリ美術館）館長の宮

みやざき

崎 駿
はやお

さんのお２人
です。国立天文台と井の頭公園という、三鷹市の西と東に
位置する大切な「森」にご縁の深いお二人のご活躍は、私
たちが未来に向けて、三鷹市の自然と文化、歴史を大切にし、
参加と協働のまちづくりを進めて行く上で、市民として大い
なる誇りです。
　国際的にも、国内的にも、変動の激しい現代社会あって、
三鷹市という地域では、市民の皆様の心のふれあいと支え
合い、相互に敬意を表し合う人間関係が豊かにあり続ける
ための取り組みが多様に存在します。これからも、三鷹市
政の発展のために誠心誠意努めていきたいと思います。

好きな動物
好きな野菜
好きな鳥

あなたにどうやって説明したら
わかってもらえるかしら……。

お世辞ではありません。
「三鷹産」が、美味しい
んです !


